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不適当との意見だった場合

適当との意見だった場合

審査会を設置、諮問 審査開始

＜以下により調査＞

この間に対象議員が

失職した場合

審査結果等（あれば

再弁明書の趣旨）を公表

　 ＜講ずべき措置実施への配慮＞

　 ・①～③：決議に係る議案提出

・④・⑤：議長による指導

　措置を講じた場合

公表

　

　

議運 審査対象議員 請求議員 議長 審査会

審査の

請求

却下の通知

要件審査

・

適否報告

弁明書の提出

審査会での意見陳述

弁明の機会付与

審査の請求の適否に

つき議運に対し

意見聴取

・事情聴取

・資料提出要求

・その他必要な調査

・参考人意見聴取

設置の日から

120日以内

審査の結果

講ずべ

き措置

の意見

※違反行為

等がある

場合

＋審査結果等受領・

審査対象議員に通知

再弁明書

の提出

却下の通知

出席委員の

過半数の賛

成で決定

・出席委員の過半数の

賛成で決定

・原則公開、非公開も可

①議員辞職の勧告

②議会の役職停止勧告

③一定期間出席停止勧告

④議場における謝罪要求

⑤警告及び政治倫理基準

を遵守する旨の誓約書

の提出要求

（審査結果等の通知を受けた

日から14日以内に書面で）

※議長が審査対象となったときは、副議長が議長の職務

を代理する。

※議長・副議長がともに審査対象となったときは、議長

の職務を仮議長が代理する（地方自治法106条2項・

107条の規定を準用）。

３人以上かつ

２会派以上

議運と同数・各会派から

選出（議長・審査対象議員

を除く。不足の場合は減員）

※措置を講じようとしたときに

議員が失職していた場合は、

措置を講じない。


